
島根県益田市 種地区

地域づくりのテーマ： 地域の特性と自然を生かし、“ひとつの輪”になった「むらづくり」

☆実施団体の概要☆
【団体の名称】
種むらづくり推進協議会

【構成団体、構成員】

☆地域の魅力化に向けた取組み☆

＊都会（地区出身者）へ地域の魅力を発信（facebook、種だより
ふるさと便）

＊伝統芸能（石見神楽）を活かした交流人口の拡大

＊運動会等行事へのふるさと選手の参加要請

＊担い手を育成する為、関係人口拡大を目指す

＊自転車全国大会が開催される場合は支援と交流人口の拡大

＊農産加工品の商品開発と販路拡大

＊農業法人による未耕作地の解消と新規作物の開拓

＊種ひだまり茶屋（サロン）を利用した拠点づくり

☆地区の人口シミュレーション（２０１６－２０２１） ☆

種むらづくり推進協議会
（種地区住民・賛助会員）
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種むらづくり推進協議会
（種地区住民・賛助会員）

資料：島根県中山間地域研究センター「202１人口推計シート」

種公民館

種地区生活
輸送委員会

種地区自主
防災組織

☆地区の概要☆
【地区の現況】 （令和４年１月末時点）

人口：２４７人 高齢化率４９．４％

【地区の魅力】

・中山間地域に位置し、伝統芸能の神楽と自然を活用（さくら・あじ
さい・ホタル）したイベントを開催し、人との交流が盛んな地区
・小学校の跡地利用と、未耕作地の解消を図り、農産加工品の
製造販売により、活性化している地区
・種出身者に「種だより」と「ふるさと便」を発送

【地区の問題・課題】
・人口減少・少子高齢化 ・耕作放棄地の増加
・後継者、担い手不足 ・小学校の跡地有効利用
・鳥獣害対策 ・空き家対策
・高齢者支援

種むらづくり推進協議会は、先人の知恵により構成され歴史
ある地区に住む全戸数参加型の地域組織です。近年のコロナ
ウイルスに打ち勝ち、新たな取り組みを考え、各部会から意見
を集め、話し、地域自治組織として皆で活動し、共に住みたい
「種むらづくり」を次年度も進めていきます。



＜高齢者・子ども支援部会＞

・介護予防・日常生活総合事業
訪問型サービスＤの現状と問題
点

・通所型サービスＢについての取
組み

島根県益田市 種地区

こんなことを地域では話しあっています。 ★問題解決に向けて、各々の部会で話し、地区住民へ意見をもらっています。

お問い合わせ先

こんな地域づくりをしています。

＜役員会＞

・地区の収支や予算など話し、地区
行事について役員らで話しています

＜農業振興部会＞

・水田用水路の修繕、未耕作地の草
刈り

・農業法人との提携も模索する

〒６９９－３５０３
島根県益田市下種町１１７９－１
種むらづくり推進協議会（益田市種公民館内）
ＴＥＬ：０８５６－２７－１００８ （ＦＡＸ兼）

農業振興
・農業法人による荒廃地の解消
・新規作物・ドローンの導入

地域活性化
・介護予防（通所型サービスＢ）
・介護予防（訪問型サービスＤ）

＜災害対策部会＞

・自主防災組織を活用した、独
居・高齢者世帯避難誘導を考え
ています

・外部団体との連携を作り、種地
区独自の防災マニュアルを作成
する

種公民館

・あじさい園の草刈り等手入れ

防災訓練
・自主防災組織設立後初の訓練実施

明誠高校キャリアサポート
「 笑顔の種をまこう ～食と運動の地域活動～ 」
を今年のスローガンとし明誠高校３年生の男子
４名、女子１名が種地区に参加し、種地域の「魅
力」や「問題点」を見つけ出し、学生目線から課
題へ取り組んだり、魅力を発信してくれました

＜定住合同部会＞

・空き家出前講座を開催し、現在の
空き家の状況を把握し、定住を促す
施策を考えています


